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Table 1 Observation Date 
Apr. 10 11
May 19 22 23 26 29
Jun. 1 2 12 13 20
Jul. 4 5 11 12 19 23 25 29
Aug. 3 7 23 27 29
Sep. 2 6
Oct. 10 11 12 13
Nov. 22 23 27
Dec. 12 17 18
Jan. 10 11 15
Feb. 4 5 8 20 27
Mar. 2 3 6 13 16 17
Day
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 Fig. 1 Observation Area 








月、6 月及び2007 年1 月〜3 月における水温の南北較差は3.8〜5.9℃と大きくなった。東京湾の水温の変
化パターンは、大きく３つに分けられる（平成13〜17年度航海報告（宮崎ら, 2003,2004））。一つは、
南北較差が少なく、季節の変わり目に現れる。2006 年度では、4 月〜5 月及び9 月〜10 月だった。二つ
目は、夏季に、湾奥から湾口にかけて水温が下がり、2006年度では、6月〜8月だった。三つ目は、多摩川
河口(35°-30N)付近に明瞭なフロント形成され、湾奥から湾口にかけて昇温し、2006年度は、11月〜2007
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